
骨
董
品
市
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て

鈴
　
　
木
　
　
　
　
　
恵

一
、
　
は
じ
め
に

角
撃
文
献
と
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
1
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
、
角
筆
　
(
か
く
ひ
っ
)
　
と
い
う
先
を
尖
ら
せ
た
箸
の
よ
う
な
筆
記

具
を
使
っ
て
紙
面
を
凹
ま
せ
、
文
字
や
記
号
・
図
絵
な
ど
を
記
し
た

文
献
の
調
い
で
あ
る
。

こ
の
角
筆
文
献
の
調
査
に
は
、
ま
ず
は
角
筆
に
よ
る
音
大
を
発
見

し
、
こ
れ
を
正
確
に
読
解
す
る
優
秀
な
調
査
者
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
点
、
当
回
語
史
研
究
室
の
学
生
は
、
各
丁
・
頁
の
一
字
1
旬
に

目
を
凝
ら
し
、
角
筆
ス
コ
ー
プ
や
懐
中
電
灯
の
光
を
紙
面
に
斜
め
に

当
て
つ
つ
へ
　
そ
の
凹
み
に
で
き
た
影
の
中
か
ら
有
意
の
文
字
や
記

号
・
図
絵
な
ど
を
、
注
意
探
-
丹
念
に
根
気
よ
-
拾
い
山
す
と
い
う
、

気
の
遠
-
な
る
よ
う
な
作
業
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
。
角
筆
に
よ
る
書
人
を
発
見
す

る
　
「
目
」
　
の
養
成
'
人
材
の
確
保
は
角
筆
研
究
の
前
提
条
件
と
さ
え

言
う
こ
と
が
で
き
る
T
)
0

当
研
究
室
の
学
生
の
1
人
・
菅
谷
内
敦
氏
は
、
一
九
九
八
年
当

時
新
潟
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
二
年
生
で
あ
っ
た

(
現
在
は
新
潟
市
立
鎧
郷
小
学
校
教
諭
)
。
氏
は
、
1
九
九
四
年
三

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
調
査
に

一
九
九
五
年
か
ら
参
加
、
1
九
九
六
年
1
一
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
漢

学
の
里
・
諸
橋
徹
次
記
念
館
所
蔵
文
献
の
調
査
と
、
一
九
九
八
年

1
　
1
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
潟
県
立
文
書
館
所
蔵
文
献
の
調
査
に
当

初
か
ら
参
加
し
、
1
九
九
七
年
九
月
、
一
九
九
八
年
九
月
の
新
潟
県

立
佐
渡
高
等
学
校
・
八
田
文
庫
調
査
、
一
九
九
八
年
九
月
の
佐
渡
市

真
野
新
町
の
山
本
半
右
衛
門
家
・
荏
川
文
庫
調
査
'
一
九
九
七
年

一
二
月
の
長
岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
・
ふ
る
さ
と
教
室
所
蔵
文
献
調

査
に
も
従
事
し
た
、
言
わ
ば
角
筆
文
献
調
査
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ

る
　
(
2
)
。
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二
、
菅
谷
内
敦
氏
所
蔵
角
筆
文
献
の
書
誌
的
概
要

一
九
九
八
年
九
月
一
九
日
の
午
後
、
こ
の
菅
谷
内
敦
氏
よ
-
筆
者

の
研
究
室
に
電
話
が
入
っ
た
。
現
在
、
鳥
屋
野
潟
辺
の
新
潟
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
骨
董
品
市
が
開
催
中
で
、
版
本
類
も
多
-
出
品

さ
れ
て
お
り
へ
　
嫌
が
ら
れ
つ
つ
も
縛
っ
て
あ
る
紐
を
解
い
て
も
ら
っ

て
、
怪
し
ま
れ
な
が
ら
も
紙
面
を
光
に
か
ざ
し
て
見
る
　
(
こ
の
紙
面

を
斜
め
に
す
る
所
作
が
角
筆
調
査
の
特
徴
で
あ
る
)
　
に
、
角
筆
文
字

ら
し
き
も
の
が
あ
る
模
様
。
や
や
高
値
で
は
あ
る
が
、
極
力
値
切
っ

て
購
入
し
て
み
る
、
と
の
連
絡
で
あ
っ
た
。
翌
E
E
、
氏
は
1
二
冊
の

版
本
を
持
っ
て
研
究
室
に
現
れ
た
。
そ
の
う
ち
一
〇
冊
か
ら
角
筆
の

沓
人
が
発
見
さ
れ
た
　
(
そ
の
後
、
当
初
角
筆
の
番
人
は
存
し
な
い
と

思
わ
れ
て
い
た
別
の
一
冊
か
ら
も
発
見
さ
れ
た
の
で
、
蒋
終
的
に
は

全
部
で
1
　
1
冊
と
な
っ
た
)
。
あ
れ
か
ら
1
四
年
以
上
の
歳
月
が
経

過
し
た
。
柳
か
遅
き
に
失
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ
の
報

告
を
行
い
た
い
。

各
文
献
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
音
名
　
(
外
題
を
原
則
と
す
る
)
　
に

続
い
て
'
①
月
数
、
②
書
写
ま
た
は
板
行
年
時
、
③
装
丁
、
④
寸
法
'

⑤
表
紙
色
、
⑥
郭
の
形
態
、
⑦
外
題
・
内
題
・
尾
題
・
版
心
記
、
⑧

刊
記
㍉
奥
書
'
⑨
古
印
記
、
⑩
伝
来
の
書
入
、
⑬
訓
点
の
内
容
、
⑳

発
見
者
・
調
査
者
と
発
見
・
調
査
年
月
日
t
　
の
順
に
掲
げ
て
あ
る
。

当
時
、
調
査
は
す
べ
て
菅
谷
内
氏
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
、
本
報

告
に
当
た
っ
て
は
筆
者
が
改
め
て
全
資
料
の
再
調
査
を
行
っ
た
6

(
-
)
　
r
易
経
」
　
　
①
全
二
冊
、
②
江
戸
時
代
後
期
　
(
一
八
〇
〇
)

頃
刊
、
③
袋
綴
装
冊
子
本
　
(
明
朝
綴
)
'
⑥
縦
二
五
・
九
糎
×

横
一
八
二
一
糎
'
⑤
薄
茶
色
表
紙
、
⑥
単
郭
へ
⑦
外
題
-
易
経

(
原
題
茶
あ
り
)
、
内
題
・
尾
題
-
周
易
、
版
心
記
-
易
へ
⑧

な
し
'
⑨
「
浅
見
/
信
二
(
朱
印
)
、
⑳
な
し
'
⑪
漢
文
、

訓
点
附
刻
　
(
片
仮
名
・
返
点
・
合
符
)
、
墨
　
(
片
仮
名
・
上
欄
注
)
、

朱
　
(
片
仮
名
・
傍
注
・
上
欄
注
・
反
切
・
旬
切
点
・
右
傍
圏
点
・

注
示
符
)
、
自
　
(
訂
正
)
へ
角
筆
(
片
仮
名
・
傍
線
)
　
三
箇
所
へ

⑩
一
九
九
八
年
九
月
一
九
日
　
菅
谷
内
敦
発
見
へ
　
二
二
日

同
調
査

(
2
)
　
「
論
語
集
註
j
　
　
①
三
冊
、
全
四
冊
中
の
三
冊
(
第
一
冊

欠
)
、
(
ォ
)
　
r
孟
子
集
注
J
と
僚
巻
か
、
⑧
江
戸
時
代
・
文
政

八
年
(
一
八
二
五
)
　
刊
、
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
'
④

縦
二
五
・
二
糎
×
概
1
八
・
二
糎
、
⑤
滞
積
色
'
⑥
単
郭
、
⑦

外
題
-
論
語
集
註
再
剰
　
(
原
題
妓
あ
-
)
、
内
題
・
版
心
配
-

論
語
、
尾
題
-
な
し
へ
⑧
「
文
政
八
年
乙
酉
上
元
三
谷
偶
」
(
r
孟

子
集
註
j
按
文
)
、
⑨
な
し
へ
⑳
な
し
、
⑪
漢
文
'
訓
点
附
刻

(
片
仮
名
・
返
点
・
声
点
・
旬
切
点
)
へ
　
墨
　
(
片
仮
名
・
返
点
・

右
傍
線
・
右
傍
圏
点
・
訂
正
)
'
朱
(
右
傍
点
)
、
自
(
訂
正
)
、

角
筆
(
片
仮
名
・
旬
切
点
・
注
示
符
)
　
約
二
〇
箇
所
、
⑩

一
九
九
八
年
九
月
一
九
日
　
菅
谷
内
敦
発
見
'
一
〇
月
六
・
七

日
　
同
調
査

(
ォ
)
　
r
孟
子
集
註
」
　
　
①
一
冊
'
全
四
冊
中
の
一
冊
　
(
第
四
冊
)
へ

②
江
戸
時
代
・
文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
　
刊
'
③
袋
綴
装
冊

子
本
　
(
明
朝
綴
)
、
④
縦
二
五
二
一
糎
×
横
1
八
・
二
糎
、
⑤
薄
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漂
色
表
紙
、
⑥
単
郭
、
⑦
外
題
-
孟
子
集
註
再
刻
　
(
原
題
茶

あ
り
)
、
内
題
・
版
心
記
-
孟
子
、
尾
題
-
な
し
、
⑧
「
文
政

八
年
乙
酉
上
元
三
谷
個
」
　
(
按
文
)
へ
⑨
な
し
、
⑩
な
し
、
⑬

漢
文
へ
　
訓
点
附
刻
　
(
片
仮
名
・
返
点
・
声
点
・
旬
切
点
)
へ
　
塁

(
片
仮
名
)
、
鉛
筆
　
(
漢
字
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
?
・
返
点
・

鈎
点
・
上
欄
圏
点
・
訂
正
)
、
角
筆
(
片
仮
名
・
旬
切
点
・
返
点
)

一
九
箇
所
、
⑩
一
九
九
八
年
九
月
一
九
日
　
菅
谷
内
敦
発
見
、

1
0
月
七
日
　
同
調
査

(
4
)
　
「
中
庸
章
句
」
　
　
①
一
冊
、
(
ォ
o
 
r
大
挙
章
句
J
と
僚
巻
か
'

②
江
戸
時
代
刊
か
'
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
④
縦

二
五
・
九
糎
×
横
一
八
・
一
糎
、
⑤
茶
色
表
紙
、
⑥
双
郭
、
⑦

外
題
・
内
題
・
尾
題
-
中
庸
章
句
　
(
原
題
答
あ
-
)
、
版
心
記

-
倭
板
四
書
　
中
庸
章
句
、
⑧
な
し
'
⑨
「
浅
見
/
信
二
　
(
栄

印
)
'
⑩
「
伊
藤
」
　
(
書
背
・
墨
書
)
、
⑪
洪
文
、
訓
点
附
刻

(
片
仮
名
・
返
点
・
旬
切
点
・
合
符
)
、
坦
　
(
片
仮
名
・
漢
字
・

上
欄
注
・
傍
注
)
'
角
筆
　
(
片
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
棟
符
号
)
　
約

1
0
箇
所
'
⑩
1
九
九
八
年
九
月
二
〇
日
　
菅
谷
内
敦
発
見
、

二
二
日
　
同
調
査

(
ォ
)
　
r
大
挙
章
句
」
　
　
①
一
冊
、
②
江
戸
時
代
刊
か
、
③
袋
綴
装

冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
⑥
縦
二
五
・
九
糎
×
横
一
八
・
六
糎
'
⑤

茶
色
表
紙
、
⑥
双
郭
へ
⑦
外
題
・
内
題
・
尾
題
-
大
挙
章
句
(
原

題
宥
あ
-
)
、
版
心
記
-
倭
板
四
書
　
大
挙
章
句
、
⑧
な
し
、

⑨
「
浅
見
/
信
二
　
(
朱
印
)
、
⑳
「
伊
藤
」
　
(
書
背
・
墨
書
)
、

⑳
漢
文
'
訓
点
附
刻
　
(
片
仮
名
・
返
点
・
旬
切
点
・
合
符
)
、

墨
　
(
片
仮
名
・
漢
字
・
傍
注
・
上
欄
注
・
右
傍
線
)
、
角
筆

(
片
仮
名
・
漢
字
・
訂
正
・
注
示
符
・
ヲ
コ
ト
点
棟
符
号
)
約

四
五
箇
所
、
⑩
二
九
九
八
年
九
月
二
〇
日
　
菅
谷
内
敦
発
見
、

二
三
日
　
同
調
査

(
ォ
)
　
r
近
思
録
j
　
　
①
全
二
冊
、
②
江
戸
時
代
・
寛
文
1
0
年

(
一
六
七
〇
)
　
刊
へ
　
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
⑥
縦

二
五
・
八
糎
×
横
一
八
・
二
糎
へ
⑤
茶
色
表
紙
、
⑥
単
郭
、
⑦

外
蓮
・
内
題
・
尾
窺
・
版
心
記
-
近
思
録
(
原
題
茶
あ
り
)
へ

⑧
「
寛
文
十
年
夏
五
月
九
日
/
山
崎
轟
敬
義
序
」
　
(
序
文
)
'

⑨
「
浅
見
/
信
二
　
(
朱
印
)
、
⑩
「
浅
見
長
就
」
　
(
表
紙
見
返
・

墨
書
)
、
「
浅
見
」
　
(
書
背
・
墨
書
)
、
「
明
治
四
辛
未
七
月
廿

1
日
於
君
前
所
講
井
東
速
水
雨
翁
出
仕
宜
敷
ト
ノ
挨
拶
ア
リ

(
云
々
)
」
　
(
紙
片
・
墨
書
)
、
⑪
漢
文
、
訓
点
附
刻
　
(
片
仮
名
・

返
点
・
合
符
)
、
墨
　
(
片
仮
名
・
漢
字
・
書
入
・
上
欄
注
・
傍
注
)
'

自
(
訂
正
・
抹
消
)
、
角
筆
(
淡
字
・
片
仮
名
・
右
傍
線
・
符
号
)

約
四
箇
所
、
⑳
一
九
九
八
年
九
月
二
〇
日
　
菅
谷
内
政
発
見
'

二
三
日
　
同
調
査

m
 
r
孟
子
集
註
j
　
　
①
一
冊
、
全
四
冊
中
の
1
冊
　
(
第
1
冊
)
、

(
・
*
)
　
r
中
庸
章
句
J
.
(
ォ
)
　
「
大
挙
章
句
」
　
と
僚
巻
か
'
②

江
戸
時
代
刊
か
'
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
⑥
縦

二
五
・
九
糎
×
横
一
八
・
三
糎
、
⑤
茶
色
表
紙
'
⑥
双
郭
へ
⑦

外
題
-
孟
子
集
註
　
(
原
題
妓
あ
り
)
'
内
題
・
尾
窺
-
孟
子
、

版
心
記
-
俵
板
四
書
　
孟
子
集
註
'
⑧
な
し
、
⑨
「
浅
見
/

信
二
　
(
朱
印
)
、
⑩
「
コ
ノ
番
人
星
野
兄
所
蔵
等
」
　
(
表
紙
見
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返
・
朱
音
)
へ
⑪
漢
文
、
訓
点
附
刻
　
(
片
仮
名
・
返
点
・
句
切

点
・
合
符
)
、
墨
　
(
片
仮
名
・
洗
字
・
傍
注
・
上
欄
注
)
'
朱
　
(
片

仮
名
・
漢
字
・
傍
注
・
旬
切
点
・
右
傍
圏
点
・
訂
正
)
、
角
筆

(
片
仮
名
・
合
点
・
注
示
符
・
ヲ
コ
ト
点
様
符
号
)
　
約
二
八
箇

所
、
鉛
筆
(
片
仮
名
・
漢
字
・
長
音
符
号
・
上
欄
注
・
欄
外
注
・

傍
注
・
訂
正
)
、
⑩
二
〇
一
二
年
三
月
一
日
　
鈴
木
恵
発
見
、

1
九
九
八
年
九
月
二
〇
日
　
菅
谷
内
政
調
査
、
二
〇
一
二
年

三
月
一
日
　
鈴
木
恵
再
調
査

な
お
、
角
筆
点
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
1
冊
は
、
次
掲
の
　
r
論
語

集
註
j
　
で
あ
る
。

(
サ
)
　
r
論
語
集
註
J
　
　
①
一
冊
'
全
四
冊
中
の
一
冊
(
第
二
冊
)
、

(
*
o
 
r
中
庸
章
句
」
　
(
ォ
)
　
r
大
挙
章
句
」
　
(
-
)
　
「
孟
子
集
証
し

と
僚
巻
か
、
②
江
戸
時
代
刊
か
、
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、

④
綻
二
五
・
八
糎
×
横
1
八
・
六
糎
'
⑤
茶
色
表
紙
、
⑥
双
郭
、

⑦
外
題
-
論
語
集
註
　
(
原
題
茶
あ
り
)
、
内
題
・
尾
題
-
論
語
、

版
心
記
-
倭
板
四
書
　
論
語
'
⑧
な
し
、
⑨
「
浅
見
/
信
二
(
栄

印
)
、
⑩
「
伊
藤
」
　
(
書
背
・
墨
書
)
、
⑳
漢
文
、
訓
点
附
刻
(
片

仮
名
・
返
点
・
旬
切
点
・
合
符
)
、
墨
　
(
片
仮
名
・
漢
字
・
傍

注
・
上
欄
注
)
'
鉛
筆
　
(
片
仮
名
・
漢
字
・
長
音
符
号
・
訂
正
)
、

⑳
一
九
九
八
年
九
月
二
〇
日
　
菅
谷
内
敦
調
査

三
、
再
刻
本
r
論
語
集
註
j
　
の
角
筆
点

本
節
で
は
、
蕨
も
多
-
の
角
筆
の
書
人
が
看
取
さ
れ
た
資
料
　
(
2
)

「
論
語
集
証
し
　
を
取
-
上
げ
'
そ
の
訓
点
の
内
容
に
つ
い
て
少
々
詳

し
く
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
資
料
　
(
N
)
　
(
0
0
)
　
は
何
れ
も
「
論

語
集
註
」
　
で
あ
る
た
め
'
便
宜
的
に
前
者
を
　
「
再
刻
本
」
、
後
者
を

「
倭
板
四
書
本
」
と
称
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
様
に
'
資
料
(
ォ
)
M

の
　
r
孟
子
集
註
j
　
も
、
前
者
を
「
再
刻
本
」
、
後
者
を
　
「
倭
板
四
書
本
」

と
し
て
区
別
し
た
(
ォ
)
'

さ
て
、
再
刻
本
r
論
語
集
註
J
　
の
角
筆
加
点
箇
所
は
全
部
で
約

一
一
〇
箇
所
で
あ
る
が
、
以
下
の
記
述
で
は
訓
点
の
種
類
ご
と
に
細

分
し
た
た
め
へ
　
合
計
一
一
九
例
と
し
て
あ
る
。

I
、
文
字
に
よ
る
も
の
　
(
片
仮
名
)
-
九
七
例

A
、
和
訓
・
正
用
-
-
四
六
例
　
(
う
ち
助
詞
・
助
動
詞
-
四
例
)

B
、
和
訓
・
誤
用
-
-
1
　
1
例

C
、
字
音
・
正
用
-
-
二
六
例

D
、
字
音
・
誤
用
-
-
一
二
例

E
、
未
詳
-
-
-
-
-
-
二
例

Ⅱ
、
記
号
に
よ
る
も
の
-
-
-
-
-
-
二
二
例

A
、
注
示
符
-
-
-
-
一
二
例

B
、
句
切
線
-
-
-
-
-
八
例

C
、
傍
線
-
-
-
-
-
-
二
例

便
宜
的
に
A
に
含
め
た
助
詞
・
助
動
詞
は
、
主
と
し
て
読
漆
で
あ

る
。
E
は
字
音
と
推
測
さ
れ
る
が
、
未
詳
と
し
て
処
理
し
た
。

I
、
文
字
に
よ
る
も
の
　
(
片
仮
名
)
　
九
七
例
の
内
訳
は
、
未
詳

二
例
を
除
外
す
る
と
、
和
訓
五
七
例
　
(
六
〇
・
〇
%
)
、
字
音
三
八

例
　
(
四
〇
・
〇
%
)
　
で
あ
っ
て
、
和
訓
が
六
割
で
あ
る
。
ま
た
、
正
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用
・
誤
用
の
比
率
は
、
全
体
で
は
正
用
七
四
例
(
七
七
・
九
%
)
、
誤

用
二
二
例
　
(
二
二
・
一
%
)
　
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
限
定
す
る
と
、

和
訓
で
は
正
用
四
八
例
　
(
八
四
二
一
%
)
、
誤
用
九
例
(
一
五
・
八
%
)
、

字
音
で
は
正
用
二
六
例
(
六
八
・
四
%
)
へ
誤
用
1
二
例
(
三
1
・
六
%
)

と
な
り
、
誤
用
は
和
訓
よ
り
も
字
音
に
約
1
六
ポ
イ
ン
ト
も
多
-
看

取
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
和
訓
・
字
音
と
も
に
そ
の
多
-

は
上
欄
注
で
あ
る
。

最
も
多
-
看
取
さ
れ
る
の
は
、
和
訓
・
正
用
で
あ
る
。

①
　
「
タ
、
イ
テ
」
(
第
二
冊
、
巻
五
、
3
オ
1
右
欄
外
、
被
注
字
「
叩
」
、

釣
括
弧
は
角
筆
点
、
以
下
同
)

②
　
「
ウ
ス
ウ
」
　
(
第
二
冊
、
巻
四
、
1
7
ウ
2
上
欄
、
被
注
字
「
非
」
)

③
　
「
オ
モ
ン
ハ
カ
ル
」
　
(
第
三
冊
、
巻
六
、
5
ウ
7
上
欄
、
被
注
字

「億」)

右
の
如
-
、
イ
音
便
・
ウ
音
便
・
擬
音
便
も
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、

1
例
だ
け
片
仮
名
中
に
平
仮
名
を
交
用
し
た
も
の
　
(
用
例
①
)
　
が
認

め
ら
れ
た
。
平
仮
名
使
用
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

④
　
「
ス
引
ナ
」
(
第
三
冊
、
巻
七
、
1
 
4
ウ
9
上
欄
、
被
注
字
「
微
」
)

(
写
真
は
用
例
④
「
ス
く
ナ
」
)

字
音
・
正
用
は
、
次
の
如
-
で
あ
る
。
用
例
⑥
の
　
「
エ
ン
」
は
正

用
で
、
母
音
　
[
e
]
　
と
　
[
i
]
　
の
混
用
は
看
取
さ
れ
な
い
。

⑤
　
「
ル
イ
セ
ツ
」
(
第
二
冊
、
巻
三
、
1
オ
4
上
欄
、
被
注
字
「
練
観
」
)

⑥
　
「
エ
ン
」
　
(
第
二
冊
へ
巻
三
、
1
 
5
オ
9
上
欄
、
被
注
字
「
侶
」
)

「シ」

⑦
　
子
日
.
師
剰
之
始
。
(
第
二
冊
、
巻
四
、
1
5
ウ
8
)

和
訓
・
・
誤
用
に
は
、
様
々
な
種
類
が
見
ら
れ
る
。

⑧
　
「
サ
カ
ラ
功
ズ
」
　
(
第
二
冊
、
巻
五
、
8
オ
3
上
欄
、
被
注
字
「
不

伎
」
、
本
来
「
サ
カ
ラ
ハ
ズ
」
)

⑨
　
「
到
フ
」
　
(
第
二
冊
、
巻
五
、
1
 
4
ウ
6
上
欄
、
被
注
字
「
生
」
、

本
来
「
オ
フ
」
)

⑩
　
「
シ
タ
司
利
」
(
孝
二
冊
、
巻
七
、
1
 
0
オ
9
上
欄
へ
被
注
字
「
孫
」
'

本
来
「
シ
タ
ガ
フ
」
)

⑬
　
「
ウ
目
刺
」
　
(
第
三
冊
、
巻
七
、
1
9
ウ
7
上
欄
、
~
被
注
字
「
怒
」
、

本
来
「
ウ
ツ
タ
フ
」
)

⑳
　
「
オ
コ
カ
」
　
(
第
四
冊
、
巻
九
、
7
オ
6
上
欄
'
被
注
字
「
牌
」
、

本
来
「
オ
コ
ナ
フ
」
)

用
例
⑧
は
ハ
行
転
呼
音
、
用
例
⑨
は
語
頭
の
[
w
o
]
[
○
]
と
の
混
用
、

用
例
⑳
～
⑩
は
開
合
の
乱
れ
で
あ
る
。
オ
列
長
音
[
○
‥
]
　
の
長
呼
部

分
は
'
そ
の
ま
ま
片
仮
名
「
オ
」
と
表
記
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

用
例
⑩
は
、
被
注
字
「
絡
」
に
送
り
仮
名
「
フ
」
が
附
刻
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
来
「
オ
コ
ナ
(
フ
)
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
「
オ
コ
ノ
(
フ
)
」
の
よ
う
に
合
音
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

た
だ
、
次
の
よ
う
な
用
例
も
看
取
さ
れ
た
。
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⑩
　
「
オ
ゴ
ナ
」
　
(
第
二
冊
'
巻
五
t
I
ウ
4
上
欄
'
被
注
字
「
従
」
か
)

(
写
真
は
用
例
⑬
「
オ
ゴ
ナ
」
)

被
注
字
と
目
さ
れ
る
「
従
」
字
に
送
り
仮
名
「
フ
」
が
附
刻
さ

れ
'
上
欄
に
「
オ
ゴ
ナ
」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
濁
点
が

付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
該
箇
所
は
「
オ
司
ナ
　
(
フ
)
」
　
の
よ
う
に

濁
っ
て
訓
読
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
濁
音
化
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
開
合
の
乱
れ
は
存
し
な
い
。

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
母
音
に
挟
ま
れ
た
力
行
・
タ
行
子
音
が

濁
音
化
す
る
現
象
は
'
一
般
に
は
東
北
方
言
の
特
徴
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
新
潟
県
に
お
い
て
も
、
東
北
方
言
の
影
響
が
色
淡
い
、

主
と
し
て
阿
賀
野
川
以
北
の
地
方
に
お
い
て
、
頻
繁
に
観
察
・
報
告

さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。
大
橋
勝
男
編
著
r
新
潟
県
音
譜
地
図
」
　
に
よ

れ
ば
t
 
M
a
p
4
「
赤
い
」
　
に
お
け
る
「
ア
カ
イ
」
が
「
ア
ガ
イ
」
と

な
る
地
点
、
M
a
p
1
9
4
「
か
た
つ
む
り
」
に
お
け
る
「
カ
タ
ツ
ム
.
リ
」

が
「
カ
グ
ッ
ム
リ
」
と
な
る
地
点
は
、
や
は
り
阿
賀
野
川
以
北
の
地

域
か
ら
多
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
　
M
a
p
4
「
赤
い
」
の
解
説

に
は
、
「
濁
音
.
「
ガ
」
の
分
布
は
'
阿
賀
野
川
以
北
に
8
地
点
へ
や

や
ま
と
ま
り
を
み
せ
る
が
'
そ
の
他
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
み
と
め

ら
れ
な
い
。
(
中
略
)
　
当
現
象
は
東
北
方
言
的
な
性
格
の
も
の
で
あ

-
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
そ
の
色
合
い
の
濃
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
」
と
説
い
て
い
る
(
-
)
。

こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
の
角
草
加
点
者
の
使
用
す
る
日
常
の
音
譜

が
、
お
お
よ
そ
本
県
阿
賀
野
川
以
北
の
地
域
の
音
譜
的
な
特
徴
を
傭

え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
字
音
・
誤
用
も
多
様
で
あ
る
。

⑭
　
「
コ
利
レ
ン
」
(
第
二
冊
、
巻
三
、
2
オ
2
上
欄
、
被
注
字
「
瑚
漣
」
、

本
来
「
コ
レ
ン
」
)

⑮
　
「
ゼ
T
こ
」
　
(
第
二
冊
、
巻
三
、
6
オ
9
上
欄
、
被
注
字
「
椀
」
'

本
来
「
ゼ
イ
ニ
」
)

⑯
　
「
判
」
(
第
二
冊
へ
巻
四
、
1
0
オ
8
上
欄
へ
被
注
字
「
諌
」
、
本
来
「
ル

イ」)

⑩
　
「
カ
~
刊
」
　
(
第
二
冊
、
巻
五
、
1
 
1
ウ
6
上
欄
、
被
注
字
「
緬
」
'

本
来
「
シ
ユ
」
)

⑱
　
「
功
利
セ
キ
」
(
第
三
冊
へ
巻
六
、
8
オ
5
上
欄
、
被
注
字
「
曾
督
」
、

本
来
「
ソ
ウ
セ
キ
」
)

⑩
　
「
判
d
つ
」
　
(
第
三
冊
、
巻
七
、
1
4
オ
8
上
欄
、
被
注
字
「
緋
」
、

本
来
「
キ
ウ
」
)

⑳
　
「
H
J
~
利
」
(
第
三
冊
、
巻
七
、
2
2
オ
6
上
欄
、
被
注
字
「
井
」
、

本
来
「
ト
タ
ウ
」
)
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㊨
 
「
鴫
野
吾
.
 
・
(
第
四
冊
,
巻
十
、
7
オ
3
、
本
来
「
イ
ン
」
)

】
7

用
例
⑭
は
、
本
来
「
コ
レ
ン
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
、
「
オ
」

を
介
入
さ
せ
て
長
呼
し
た
も
の
で
あ
る
。
オ
列
長
音
は
'
用
例
⑩
に

も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
和
訓
同
様
「
オ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
用

例
⑳
は
開
合
の
乱
れ
で
あ
ろ
う
。

(
写
真
は
用
例
⑯
「
コ
オ
レ
ン
」
)

用
例
⑮
は
、
本
来
「
ゼ
イ
」
と
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
　
[
i
]
と
[
e
]

の
混
用
と
見
ら
れ
な
-
も
な
い
が
、
連
母
音
[
e
i
]
が
エ
列
長
音
[
e
‥
]

に
音
変
化
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。
用
例
⑯
は
連
母
音
C
u
i
]
が
[
i
]

に
音
変
化
し
た
も
の
、
用
例
⑳
⑩
は
物
音
表
記
の
乱
れ
で
あ
る
。

ま
た
用
例
⑳
は
'
本
来
「
イ
ン
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
「
免
」

字
と
誤
認
し
た
た
め
に
「
エ
ツ
」
と
加
点
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
(
<
ォ
)
'

以
上
、
本
資
料
に
看
取
さ
れ
た
角
筆
の
書
人
の
分
析
・
検
肘
に
よ

っ
て
、
力
行
子
音
の
濁
音
化
と
い
う
、
お
お
よ
そ
本
県
阿
賀
野
川
以

北
の
地
域
の
音
譜
的
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
特

徴
的
な
長
音
表
記
、
特
に
オ
列
長
音
の
　
「
オ
」
表
記
に
つ
い
て
指
摘

し
た
。

E
l
、
倭
板
四
書
本
r
論
語
集
註
」
の
書
入

本
節
で
は
、
唯
1
角
隼
の
書
人
が
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
資
料

(
8
)
、
す
な
わ
ち
倭
板
四
書
本
r
論
語
集
註
」
を
取
-
上
げ
る
。

本
資
料
は
'
資
料
(
-
=
*
)
(
"
>
)
(
7
)
と
は
装
幌
・
寸
法
・
表
紙

色
等
、
版
心
記
の
「
倭
板
四
書
(
版
心
題
)
山
崎
嘉
鮎
」
の
文
言
も

共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
僚
巻
と
目
さ
れ
る
。
ま
た
へ
資
料

(
-
)
M
(
ォ
)
(
サ
)
M
(
サ
)
に
は
「
浅
見
/
僧
こ
の
朱
印
、

資
料
(
*
蝣
)
(
"
0
(
-
-
)
に
は
「
伊
藤
」
の
専
管
墨
書
が
存
す
る
こ

と
か
ら
'
そ
れ
ら
は
か
つ
て
ま
と
ま
っ
て
浅
見
氏
や
伊
藤
氏
の
所
有

と
な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
本
資
料
に
は
、
鉛
筆
に
よ
る
音
大
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
鉛

筆
が
普
及
し
、
1
般
化
す
る
の
は
明
治
三
〇
年
(
1
八
九
七
)
以
降

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
人
は
そ
の
頃
の
も
の
と
目
さ
れ

る
。

時
代
性
は
本
資
料
の
長
音
表
記
、
い
わ
ゆ
る
「
棒
引
き
仮
名
遭
い
」

に
も
現
れ
て
い
る
。

⑳
子
T
i
.
伸
I
f
i
r
日
O
畢
牛
之
_
子
騎
臣
も
知

(
巻
三
、
1
7
ウ
6
、
本
来
「
ア
カ
ウ
」
、
鈎
括
弧
は
鉛
筆
点
、
以

イ
同
)

⑳
子
日
。
虹
シ
ナ
而
不
レ
i
p
J
〝
嘩
而
不
r
*
-
¥
j
*
-
蠎

(
巻
四
、
2
3
オ
6
、
本
来
「
ー
ウ
」
)

⑳
朝
緋
.
(
巻
四
、
2
4
ウ
3
、
本
来
「
カ
ウ
タ
ウ
」
)

⑳
子
丸
一
&
I
l
,
(

r
*
m
-
j
巻
五
、
-
ウ
-
、
本
来
「
キ
ヤ
ウ
」
)
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こ

ハ

リ

⑳
r
押
種
有
二
容
-
也
.
(
巻
五
、
1
 
7
ウ
上
本
来
「
キ
ヤ
ウ
」
)

⑳
君
享
不
,
以
二
璽
畔
.
豪
1
3

ニ
ハ
薙
J
*
　
ゥ
7
、
本
来
「
シ
ユ
」
)

⑳
畢
礼
讃
素
・
衣
奥
義
。

巨
　
庵
五
、
1
8
オ
6
、
本
来
「
カ
ウ
キ
ウ
」
)

⑳
　
華
甲
食
草
嚢
血
祭
。
(
巻
五
、
2
 
1
ウ
4
、
本
来
「
カ
ウ
」
)

(
写
真
は
用
例
⑳
「
コ
-
キ
ュ
ー
」
)

用
例
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
は
オ
列
長
音
、
用
例
⑳
⑳
は
ウ
列
長
音

の
例
で
あ
る
。
開
合
の
区
別
な
-
、
す
べ
て
「
棒
引
き
仮
名
遣
い
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
　
「
棒
引
き
仮
名
適
い
」
　
は
、
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)
　
に
文
部
省
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た
小
学
校
令
施
行
規

則
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
四
一
年
　
(
一
九
〇
八
)

に
廃
止
　
(
文
部
省
令
)
　
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
記
入
さ
れ
た

か
'
こ
の
間
に
教
育
を
受
け
た
人
物
に
よ
っ
て
'
そ
の
後
書
き
込
ま

れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
(
6
)
。
た
だ
、
「
棒
引
き
仮
名
遣
い
」
に

な
っ
て
い
な
い
オ
列
長
音
の
例
も
看
取
さ
れ
る
。
用
例
⑳
の
'
「
弔
」

字
右
傍
の
　
「
テ
フ
」
は
本
来
「
テ
ウ
」
と
目
さ
れ
る
が
、
「
棒
引
き

仮
名
遣
い
」
に
倣
え
ば
「
チ
ヨ
-
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

シ
テ

⑳
革
装
玄
壷
不
二
以
L
琴
.
 
#
(
巻
五
、
1
9
オ
5
、
本
来
は
「
テ
ウ
」
)

な
お
'
前
掲
の
用
例
⑳
「
ア
コ
-
」
は
、
本
来
は
ウ
音
便
に
て
「
ア

カ
ウ
」
　
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
長
音
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

再
刻
本
　
r
論
語
集
註
j
　
の
表
記
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
'
本
資
料
に
拾
わ
れ
る
り
音
姫
は
、
用
例
⑳
⑳
の
よ
う
に
ほ
と
ん

ど
通
諸
姉
笠
臼
避
衣
曙
る
。
,
r
イ
こ
,
リ

⑳
　
出
降
二
1
-
等
T
o
　
畢
I
顔
-
色
I
O
恰
-
悼
-
如
也
。(

巻
五
、
1
 
6
ウ
6
)

ノ
丁
ニ
レ
リ
　
(
巨
　
　
r
ィ
)
ル

⑳
　
色
　
斯
歩
兵
。
期
而
後
集
　
(
同
巻
五
'
2
5
ウ
-
)

ま
た
、
本
資
料
に
は
'
越
後
方
言
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
用

例
が
看
取
さ
れ
る
。
本
来
「
エ
」
と
書
-
べ
き
を
「
イ
」
と
す
る
、

母
音
　
[
e
]
　
と
　
[
i
]
　
の
混
用
で
あ
る
。

⑳
ヱ
計
。
埜
之
i
r
t
¥
i
i
>
　
軒
L
準
。
 
7
日
。

(
巻
三
、
1
6
ウ
7
、
本
来
「
ユ
キ
」
)

⑳
未
三
嘗
事
於
頑
之
.
室
-
也
(
巻
三
、
2
1
ウ
3
、
本
来
「
エ
ン
」
)

こ

(
写
真
は
用
例
⑳
「
イ
キ
」
、
用
例
⑳
「
イ
ン
」
)
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類
例
は
'
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
に
あ
る
、
猿
橋
村
　
(
現

在
は
新
発
田
市
)
　
在
住
の
畠
山
盛
貞
旧
蔵
の
　
r
古
撃
二
千
文
」
　
か
ら

も
認
め
ら
れ
た
。
同
資
料
に
は
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
　
に
畠
山

盛
貞
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
墨
書
も
存
す
る
(
-
)
'

次
例
は
　
「
否
」
字
の
訓
点
で
、
本
来
は
「
ス
マ
ジ
」
と
あ
る
べ
き

も
の
を
「
シ
ー
マ
ジ
」
と
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
へ

語
頭
の
　
「
ス
」
と
「
シ
」
、
す
な
わ
ち
母
音
[
u
]
　
と
　
[
i
]
　
の
混
用

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
東
北
方
言
の
　
「
ズ
ー
ズ
ー
弁
」
と
関
係
づ
け

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑳
夫
手
矢
レ
之
日
O
を
持
戒
.
を
天
喝
v
N
-

r
a
浩
f
t
^
m

(
巻
三
、
2
 
6
ウ
3
、
本
来
「
ス
マ
シ
」
)

(
写
真
は
用
例
⑳
「
シ
マ
シ
」
)

以
上
、
本
資
料
に
看
取
さ
れ
た
鉛
筆
に
よ
る
番
人
の
分
析
・
検
肘

に
よ
っ
て
、
次
下
の
二
点
が
特
筆
さ
れ
る
。

(
-
)
　
オ
列
長
音
と
ウ
列
長
音
に
、
い
わ
ゆ
る
　
「
棒
引
き
仮
名
遣
い
」

が
看
取
さ
れ
る
の
で
、
明
治
三
三
年
の
小
学
校
令
施
行
規
則

以
降
と
い
う
時
代
性
を
示
唆
す
る
音
譜
的
な
特
徴
が
見
出
さ

れ
た
。

(
2
)
　
本
来
「
エ
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
「
イ
」
と
す
る
へ
　
母
音

[
e
]
　
と
　
[
i
]
　
の
混
用
が
看
取
さ
れ
る
の
で
'
越
後
と
い
う
地

域
性
を
指
し
示
す
言
語
的
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
た
。
前
掲
r
新

潟
県
音
譜
地
図
J
　
の
M
a
p
-
「
い
び
き
」
に
よ
れ
ば
、
「
い
び

き
」
　
の
　
「
い
」
　
の
発
音
は
、
「
下
越
の
、
特
に
北
蒲
原
郡
以
北

の
地
域
は
、
や
や
広
口
の
、
ま
た
は
、
や
や
中
舌
的
な
発
音
、

す
な
わ
ち
「
イ
エ
び
き
」
　
の
地
域
が
見
ら
れ
る
」
と
し
、
「
県

北
に
行
-
に
従
っ
て
東
北
方
言
的
な
色
合
い
、
す
な
わ
ち
、

中
音
的
な
発
音
や
鼻
音
が
生
起
す
る
現
象
が
色
濃
い
こ
と
が

分
か
る
の
で
あ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。
母
音
[
u
]
　
と
　
[
i
]

の
混
用
も
ま
た
、
そ
の
中
で
解
釈
で
き
る
事
例
で
あ
ろ
う
(
o
o
)
<

と
こ
ろ
で
、
鉛
筆
の
書
人
が
存
す
る
資
料
は
'
他
に
も
資
料
　
(
3
)

(
7
)
　
の
　
r
孟
子
集
証
j
　
が
あ
る
　
(
こ
れ
ら
に
は
角
輩
の
書
人
も
存

す
る
)
。
特
に
、
資
料
　
(
7
)
　
倭
板
四
書
本
r
孟
子
集
証
し
　
の
鉛
筆

の
書
人
は
、
資
料
　
(
8
)
　
倭
板
四
書
本
r
論
語
集
証
し
　
の
鉛
筆
の
書

入
と
全
く
の
同
筆
と
見
ら
れ
、

⑳
王
在
二
/
霊
壷
.
o
朝
鮮
鵬
&
-
(
巻
1
、
3
ウ
8
)

ス

富賢瓦李賢H」-. 'I'l1-.i-(蝣:至I'<-.[>ir>)

の
よ
う
な
　
「
棒
引
き
仮
名
遣
い
」
　
や
、

⑳
魂
恥
暫
し
等
(
巻
二
,
1
 
3
オ
6
,
「
車
」
字
「
ツ
エ
」
左
傍

に
　
「
コ
、
」
　
(
朱
)
　
あ
り
)
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(
写
真
は
用
例
⑳
「
ツ
エ
」
)

の
如
き
、
母
音
[
e
]
と
[
i
]
の
混
用
例
が
看
取
さ
れ
る
。
用
例
⑳
は
、
「
ツ

イ
」
　
(
「
ツ
ヒ
」
　
の
イ
音
便
)
と
書
く
べ
き
を
「
ツ
T
」
と
し
た
も
の

で
'
前
掲
r
論
語
集
註
j
の
用
例
⑳
⑳
と
同
類
で
あ
る
(
9
)
。
さ
ら
に
、

次
例
の
如
き
半
濁
音
「
ピ
ン
」
も
拾
わ
れ
た
。
半
濁
音
符
「
o
」
も

ま
た
、
明
治
三
三
年
の
小
学
校
令
施
行
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
(
2
)
1

⑳
昔
-
著
大
圭
酎
華
。
(
巻
二
、
2
3
オ
6
)

(
写
真
は
用
例
⑳
「
ピ
ン
」
)

な
お
、
資
料
　
(
3
)
　
再
刻
本
　
r
孟
子
集
註
」
　
に
お
け
る
鉛
筆
の
番

人
か
ら
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
　
「
E
」
と
思
し
き
文
字
が
拾
わ
れ

る
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
片
仮
名
・
漢
字
字
体
か
ら
諸
符
号
に
至
る

ま
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
来
た
っ
た
倭
板
四
書
本
の
資
料
　
M
　
(
ォ
)

と
は
大
差
が
看
取
さ
れ
た
。
角
筆
の
書
人
も
ま
た
同
様
に
相
違
が
あ

っ
た
(
3
)
'
し
た
が
っ
て
、
資
料
　
(
3
)
　
再
刻
本
　
「
孟
子
集
註
」
　
と

資
料
(
7
)
　
倭
板
四
書
本
r
孟
子
集
註
∵
(
8
)
　
同
r
論
語
集
証
」

と
は
、
鉛
筆
・
角
筆
の
番
人
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
人
の
手
に
よ
る

も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
む
す
ぴ
に
か
え
て
ー
倭
板
四
書
本
r
大
軍
章
句
」
　
の
角
筆
点
-

本
節
で
は
'
む
す
び
に
か
え
て
、
再
刻
本
r
論
語
集
注
j
　
に
次
い

で
多
く
の
角
筆
の
番
人
が
看
取
さ
れ
た
資
料
(
5
)
倭
板
四
番
本
r
大

挙
章
句
J
　
(
約
四
五
箇
所
)
　
を
取
り
上
げ
、
若
干
の
考
察
を
行
い
た

い
。
本
資
料
の
来
歴
は
、
前
節
に
述
べ
た
倭
板
四
書
本
r
孟
子
集
註
j
・

同
　
r
論
語
集
註
」
　
な
ど
と
同
類
で
、
か
つ
て
浅
見
氏
や
伊
藤
氏
の
所

有
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
に
お
け
る
角
筆
の
音
人
の
種
類
は
、
片
仮
名
・
漢
字
・
訂

正
・
注
示
符
・
ヲ
コ
ト
点
棟
符
号
で
あ
る
が
、
実
は
記
号
類
が
中
心

で
片
仮
名
や
漢
字
の
書
人
は
さ
ほ
ど
多
-
な
い
。
そ
の
中
に
、
次
の

よ
う
な
例
が
看
取
さ
れ
た
。

ヤ

メ

ン

r

巨

'

　

ト

⑳
　
必
-
也
便
レ
無
レ
訟
平
。
(
7
ウ
7
)

(
写
真
は
用
例
⑳
「
ナ
ガ
」
)
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こ
の
用
例
⑳
の
「
無
」
字
に
は
送
り
仮
名
「
ラ
」
が
附
刻
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
に
角
筆
で
も
っ
て
「
ナ
ガ
」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
(
望
。

濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
'
当
該
箇
所
は
「
ナ
瑚
(
ラ
)
」
　
の
よ

う
に
濁
っ
て
訓
読
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
'
資
料
(
2
)

再
刻
本
r
論
語
集
註
j
　
の
用
例
⑬
「
オ
可
ナ
(
フ
)
」
と
相
通
じ
る

言
語
現
象
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
の
角
筆
加
点
者
の
使
用
す
る
日
常
の
言
語

が
'
お
お
よ
そ
本
県
阿
賀
野
川
以
北
の
地
域
の
音
譜
的
な
特
徴
を
備

え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
菅
谷
内
政
氏
所
蔵
角
筆
文
献
に
お
け
る
角
筆
の

書
入
　
(
1
部
鉛
筆
の
番
人
)
　
は
、
総
じ
て
越
後
方
言
t
　
と
-
わ
け
阿

賀
野
川
以
北
の
地
域
の
言
語
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
o
 
r
新
潟
県
音
譜
地
図
j
　
に
ま
と
め
ら
れ
た
方
言
調
査
は
'
昭

和
五
五
　
(
1
九
八
〇
)
　
～
六
〇
　
(
1
九
八
五
)
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
前
の
、
新
潟
県
の
音
譜
状

況
を
映
し
出
し
た
も
の
と
言
え
る
。
小
論
に
お
い
て
述
べ
た
調
査
結

果
は
、
ほ
ん
の
1
部
の
音
譜
現
象
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
'
大
胆
な
推
測
で
は
あ
る

が
、
1
0
0
-
1
五
〇
年
前
の
当
地
方
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
は

「
新
潟
県
音
譜
地
図
」
　
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
さ
し
て
変
わ
ら
ぬ
趨

後
方
音
が
'
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

(
2
)
'骨

董
品
市
の
角
筆
文
献
か
ら
'
多
-
の
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
今
後
は
越
後
地
方
に
お
け
る
当
時
の
学
間
の
実
態

や
、
浅
見
氏
や
伊
藤
氏
の
素
性
に
つ
い
て
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
(
1
 
4
)
0

[注]

(
1
)
拙
稿
「
東
北
日
本
・
日
本
海
沿
岸
地
域
の
角
筆
文
献
管
見
」
(
こ

と
ば
と
く
ら
し
二
一
、
二
〇
〇
九
年
1
0
月
)
　
に
も
同
趣
旨
の

こ
と
を
述
べ
た
。

(
2
)
　
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
調
査
に
つ
い
て
は
も
　
拙
稿

「
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
蔵
角
筆
文
献
目
録
-
離
籍

之
部
-
」
　
(
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
三
九
-
二
、
一
九
九
八

年
三
月
)
、
「
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
蔵
角
筆
文

献
目
録
-
国
書
之
部
-
」
　
(
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀

要
ニ
ー
二
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
)
へ
　
「
佐
野
文
庫
と
角
筆
文
献

調
査
」
　
(
新
潟
大
学
図
書
館
だ
よ
り
八
三
、
一
九
九
九
年
一

月
)
、
「
佐
野
文
庫
の
角
筆
文
献
-
「
古
畢
二
千
文
」
　
を
資

料
と
し
て
　
(
上
)
　
(
下
)
　
-
」
　
(
新
潟
大
学
図
書
館
だ
よ
り

八
四
'
八
五
、
一
九
九
九
年
三
月
へ
　
七
月
)
'
「
角
筆
文
献
発

掘
調
査
研
究
の
指
針
を
求
め
て
I
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐

野
文
雄
悉
皆
調
査
-
」
　
(
科
学
研
究
勢
・
研
究
成
果
報
告
書
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
)
　
に
、
山
本
半
右
衛
門
家
・
荏
川
文
庫
調

査
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
山
本
半
右
衛
門
家
の
角
筆
文
献
に

つ
い
て
」
　
(
佐
渡
郷
土
文
化
九
〇
、
一
九
九
九
年
六
月
)
　
に
、
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長
岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
・
ふ
る
さ
と
教
室
所
蔵
文
献
調
査

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
長
岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
所
蔵
の
角

筆
文
献
に
つ
い
て
」
(
新
大
国
語
二
九
、
二
〇
〇
三
年
三
月
)
に
、

そ
れ
ぞ
れ
辞
述
し
て
い
る
。

な
お
、
山
本
半
右
衛
門
家
・
荏
川
文
庫
調
査
に
つ
い
て

は
、
菅
谷
内
敦
氏
は
関
与
し
て
い
な
い
が
'
そ
の
後
追
加

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
拙
稿
「
山
本
半
右
衛

門
家
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
　
(
二
)
」
　
(
佐
渡
郷
土
文
化

一
二
八
へ
二
〇
一
二
年
二
月
)
　
に
詳
述
し
た
。

(
3
)
　
資
料
　
(
2
)
　
(
3
)
　
の
原
題
答
「
再
刻
」
へ
　
資
料
　
(
-
)
　
(
サ
)

の
版
心
記
「
倭
板
四
書
」
　
に
よ
る
。

(
4
)
　
大
橋
勝
男
編
著
r
新
潟
県
音
譜
地
図
」
　
(
商
志
音
院
、

一
九
九
八
年
二
月
)
0

(
5
)
用
例
⑳
の
「
允
」
字
右
傍
下
部
に
は
'
も
と
も
と
片
仮
名
「
ニ
」

が
附
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
'
本
来
は
角
筆
で
　
「
マ
コ
ト
」
と

加
点
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
6
)
　
明
治
三
三
年
八
月
付
け
、
文
部
省
令
第
一
四
号
、
文
部
省
令

施
行
規
則
・
第
一
六
条
の
　
「
仮
名
遭
い
」
　
の
項
目
に
お
い
て
、

別
表
・
第
2
号
表
の
中
で
、
「
あ
う
」
　
「
あ
ふ
」
　
「
お
う
」
　
「
お
ふ
」

「
わ
う
」
「
を
う
」
を
「
お
-
」
へ
「
き
や
う
」
「
き
よ
う
」
「
け
う
」

「
け
ふ
」
を
「
き
ょ
-
」
と
表
記
す
る
こ
と
な
ど
が
例
示
さ
れ

て
い
る
。
明
治
四
一
年
九
月
付
け
、
文
部
省
訓
令
第
一
〇
号

で
は
こ
れ
を
廃
止
し
、
「
あ
う
」
「
あ
ふ
」
「
お
う
」
「
わ
う
」
「
を
つ
」

は
「
お
う
」
'
「
き
や
う
」
「
き
よ
う
」
「
け
う
」
「
け
ふ
」
は
「
き

よ
う
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
7
)
　
拙
稿
「
佐
野
文
庫
の
角
筆
文
献
-
r
古
撃
二
千
文
j
　
を
資

料
と
し
て
　
(
上
)
　
(
下
)
　
-
」
　
(
新
潟
大
学
図
書
館
だ
よ
り

八
四
、
八
五
、
一
九
九
九
年
三
月
、
七
月
)
　
に
詳
し
い
。

(
8
)
注
(
4
)
文
献
の
M
a
p
-
O
「
咲
ぐ
」
は
、
ガ
行
鼻
濁
音
を
調

査
し
た
地
図
で
あ
る
が
、
本
図
に
よ
れ
ば
上
勉
地
方
・
佐
渡

地
方
を
除
け
ば
、
ガ
行
鼻
濁
音
の
主
要
分
布
域
は
阿
賀
野
川

以
北
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
力
行
・
タ
行
子
音
が
濁

音
化
す
る
地
域
と
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

(
9
)
資
料
(
7
)
表
紙
見
返
に
は
「
コ
ノ
番
人
星
野
兄
所
蔵
罵
」
(
-

行
目
・
朱
書
)
に
続
い
て
墨
書
書
人
が
あ
る
。
こ
の
中
に
は
'
「
人

柄
こ
ハ
チ
ガ
7
ア
レ
ド
モ
」
　
(
2
行
目
)
、
「
気
象
ハ
大
イ
こ
連

判
ド
モ
」
　
(
4
行
目
)
　
な
ど
、
母
音
[
e
]
　
と
　
[
i
]
　
の
混
用
例

が
多
数
看
取
さ
れ
る
。
同
資
料
に
お
い
て
は
、
鉛
筆
の
書
入

ば
か
り
で
な
く
へ
　
墨
書
の
音
人
に
ま
で
混
用
が
及
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。

(
S
)
　
注
　
(
6
)
　
文
献
、
別
表
・
第
1
号
表
の
中
に
、
平
仮
名
「
ぱ

ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
、
片
仮
名
「
パ
ピ
プ
ベ
ポ
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
　
資
料
　
(
*
0
　
(
"
)
　
の
角
筆
の
客
人
は
片
仮
名
が
中
心
で
あ
っ

て
、
し
か
も
字
体
が
よ
-
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
前
者
が
上
欄
を
中
心
に
し
て
'
ま
ま
本
行
に
書
き
入

れ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
ほ
と
ん
ど
下
欄
を
中
心
と

す
る
。
資
料
　
(
7
)
　
の
角
筆
の
音
人
は
符
号
(
大
半
は
ヲ
コ

ト
点
棟
の
符
号
)
　
で
'
資
料
　
(
4
)
　
(
5
)
　
と
通
じ
て
い
る
よ
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う
で
あ
る
。

(
2
)
　
菅
谷
内
氏
は
、
こ
の
例
を
清
音
「
ナ
カ
」
と
見
て
取
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
筆
者
も
当
初
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、

角
筆
ス
コ
ー
プ
に
よ
り
子
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
「
カ
」
　
に
濁

点
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
小
躍
り
し

た
こ
と
を
今
で
滝
覚
え
て
い
る
。

(
2
)
　
た
だ
し
、
小
論
に
述
べ
た
如
く
、
角
筆
・
鉛
筆
の
音
入
と
も

に
一
棟
で
は
な
い
。
憶
測
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
末
期
か

ら
明
治
時
代
初
期
ま
で
の
間
に
'
浅
見
氏
や
伊
藤
氏
を
含
め

た
某
人
　
(
複
数
人
)
　
に
よ
っ
て
、
ま
ず
角
筆
点
が
書
き
入
れ

ら
れ
、
次
い
で
明
治
三
三
年
以
降
に
別
の
某
人
　
(
複
数
人
)

に
よ
っ
て
鉛
筆
点
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

¥
r
-
4
j
　
「
浅
見
/
信
二
　
(
朱
印
)
　
な
る
蔵
書
印
は
、
新
潟
大
学
附
属

図
書
館
佐
野
文
庫
調
査
に
お
い
て
何
度
か
見
か
け
た
記
憶
が

あ
る
。
お
そ
ら
-
新
潟
県
内
の
好
事
家
　
(
図
書
収
集
家
)
　
で

あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
た
だ
以
前
、
近
牡
の
督
蹄
や
図

書
流
通
史
な
ど
に
詳
し
い
八
鍬
友
広
新
潟
大
学
教
授
　
(
当
時
、

現
在
は
東
北
大
学
教
授
)
　
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
へ
　
「
不
詳
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
潟
県
内
の
古
文
書
・
古
書
籍

の
専
門
家
で
あ
る
'
前
新
潟
県
立
文
書
館
副
館
長
・
本
井
晴

信
氏
に
も
問
い
合
わ
せ
た
が
、
「
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
思
い
当

た
」
　
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
追
究
の
緒
は
、
な
か
な

か
見
出
せ
そ
う
も
な
い
。

[
附
記
]

新
潟
大
学
教
育
学
部
鈴
木
研
究
室
に
よ
る
角
隼
文
献
調
査
は
、

現
在
も
な
お
進
行
中
で
あ
る
。
年
三
回
、
主
と
し
て
新
潟
県
立
文

書
館
に
お
い
て
県
内
の
文
献
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

思
え
ば
、
当
研
究
室
の
角
筆
文
献
調
査
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

1
九
九
四
年
三
月
に
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
調
査
を
始
め

た
時
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
再
来
年
の
三
月
に
は
満
二
〇
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
菅
谷
内
敦
氏
に
続
い
て
へ
　
次
々
と
角
筆
文
献
調
査

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
が
生
ま
れ
育
ち
へ
　
陸
続
と
世
に
出
て
行
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

た
だ
'
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
は
卒
業
・
修

了
す
る
と
'
せ
っ
か
く
培
っ
て
き
た
経
験
と
力
量
を
　
(
身
に
つ
け
た

こ
と
自
体
)
　
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
「
角
筆
」
　
は
い
つ
し
か
懐
か
し
い

思
い
出
話
の
タ
ネ
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
角
筆
文
献
は
、
神
社
・
仏
閣
や
旧
家
の

土
蔵
や
納
戸
の
中
だ
け
で
な
く
、
骨
董
品
市
や
が
ら
く
た
市
に
も
密

や
か
に
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
調
査
す
る
こ
と

は
、
も
は
や
私
の
手
に
は
負
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
第

二
・
第
三
の
菅
谷
内
敦
氏
=
角
筆
文
献
調
査
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち

の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
が
ス
イ
ッ
チ
と
な
っ
て
彼
ら

の
角
筆
調
査
者
と
し
て
の
本
能
が
目
覚
め
る
と
い
う
健
伴
を
'
切
に

願
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
-
二
〇
l
二
年
1
一
月
七
日
成
稿
-

(
新
潟
大
学
教
育
学
部
教
授
)
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